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◆ 文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
を促

うなが
す補

ほ
助
じょ
教
きょう
材
ざい

　みなさんは、どのような補
ほ
助
じょ
教
きょう
材
ざい
を使

つか
っていますか。

補
ほ
助
じょ
教
きょう
材
ざい
として、写

しゃ
真
しん
や絵

え
パネル、実

じつ
物
ぶつ
、ビデオや音

おん
声
せい

テープなどさまざまなものを使
つか
っていると思

おも
います。日

に

本
ほん
の物

もの
や写

しゃ
真
しん
などを利

り
用
よう
すると、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の興

きょう
味
み
をひきつ

け楽
たの
しく練

れん
習
しゅう
できるだけでなく、日

に
本
ほん
の姿

すがた
を伝

つた
えること

ができるという効
こう
果
か
があります。自

じ
分
ぶん
の国

くに
にない物

もの
や、

同
おな
じ物

もの
でも形

かたち
や素

そ
材
ざい
が違

ちが
う物

もの
の場

ば
合
あい
、日

に
本
ほん
と自

じ
国
こく
の生

せい
活
かつ

文
ぶん
化
か
の違

ちが
いに気

き
づかせることもできます。また、日

に
本
ほん
人
じん

の意
い
識
しき
調
ちょう
査
さ
の結

けっ
果
か
などのデータも自

じ
分
ぶん
たちの考

かんが
えと比

ひ
較
かく

させることができ、文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
を深

ふか
めることに役

やく
立
だ
ちます。

◆ 実
じつ
物
ぶつ
を使

つか
う

　文
ぶん
型
けい
の導

どう
入
にゅう
や練

れん
習
しゅう
のときにも、日

に
本
ほん
の実

じつ
物
ぶつ
を使

つか
えば、

文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
を授

じゅ
業
ぎょう
に簡

かん
単
たん
に取

と
り入

い
れることができます。例

たと

えば、次
つぎ
のような取

と
り入

い
れ方

かた
ができます。

　 

　文
ぶん
型
けい
：（道

どう
具
ぐ
／手

しゅ
段
だん
）で（動

どう
詞
し
）ます

目
もく
標
ひょう
：文

ぶん
型
けい
の導

どう
入
にゅう
と練

れん
習
しゅう
。

　　　 道
どう
具
ぐ
や食

しょく
文
ぶん
化
か
などの違

ちが
いについて知

し
り、異

い
文
ぶん
化
か
に

興
きょう
味
み
を持

も
たせる。

活
かつ
動
どう
：

① 日
に
本
ほん
の年

ねん
賀
が
状
じょう
（実

じっ
際
さい
に使

つか
われたもの）を見

み
せ、年

ねん
賀
が
状
じょう

がどういうものか話
はな
す。次

つぎ
に、毛

もう
筆
ひつ
で書

か
かれた年

ねん
賀
が
状
じょう

を見
み
せ、何

なに
で書

か
いたか考

かんが
えさせる。日

に
本
ほん
の毛

もう
筆
ひつ
を見

み
せ

ながら「筆
ふで
で書

か
きました」（過

か
去
こ
の形

かたち
がまだの場

ば
合
あい
は

「筆
ふで
で書

か
きます」）と言

い
い、この文

ぶん
型
けい
を導

どう
入
にゅう
する。

② 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の国

くに
の料

りょう
理
り
の写

しゃ
真
しん
を見

み
せ、何

なに
で食

た
べるか聞

き
く。

次
つぎ
に、日

に
本
ほん
の料

りょう
理
り
（箸

はし
で食

た
べるもの）の写

しゃ
真
しん
を見

み
せ、

何
なに
で食

た
べるか聞

き
く。そして、日

に
本
ほん
の箸

はし
を見

み
せる。

③ 同
おな
じように、自

じ
分
ぶん
の国

くに
にある料

りょう
理
り
、日

に
本
ほん
の料

りょう
理
り
を挙

あ
げ

て、何
なに
で食

た
べるか口

こう
頭
とう
で練

れん
習
しゅう
する。そのとき、同

おな
じよ

うな料
りょう
理
り
でも、日

に
本
ほん
とは食

た
べ方

かた
が違

ちが
うものを挙

あ
げると

よい。

例
れい
）そば→はしで食

た
べます。

　　　　　　 （自
じ
国
こく
のそばに似

に
た料

りょう
理
り
）は、スプーンと

フォークで食
た
べます。

応
おう
用
よう
：

・ 箸
はし
以
い
外
がい
の食

しょっ
器
き
などの物

もの
や道

どう
具
ぐ
に注

ちゅう
目
もく
して、生

せい
活
かつ
習
しゅう
慣
かん
や

文
ぶん
化
か
の違

ちが
い、共

きょう
通
つう
点
てん
を考

かんが
える活

かつ
動
どう
に発

はっ
展
てん
させる。

・ 毛
もう
筆
ひつ
書
が
きの年

ねん
賀
が
状
じょう
を通

とお
して、生

せい
活
かつ
習
しゅう
慣
かん
が時

じ
代
だい
によって

変
か
わっていくことを紹

しょう
介
かい
し、文

ぶん
化
か
が変

か
わることもある

ということに気
き
づかせる。

◆ 視
し
覚
かく
教
きょう
材
ざい
を使

つか
う

　会
かい
話
わ
の練

れん
習
しゅう
をするとき、場

ば
面
めん
の提

てい
示
じ
のために写

しゃ
真
しん
やイ

ラストを使
つか
うことがあります。そのときに日

に
本
ほん
の場

ば
面
めん
を

用
もち
いれば、日

に
本
ほん
の文

ぶん
化
か
、習

しゅう
慣
かん
も同

どう
時
じ
に扱

あつか
うことができま

す。ここでは「みんなの教
きょう
材
ざい
サイト」で提

てい
供
きょう
されている

写
しゃ
真
しん
とイラストを使

つか
った会

かい
話
わ
練
れん
習
しゅう
の方

ほう
法
ほう
を紹

しょう
介
かい
します。

＜金
かね
子
こ
さんの家

いえ
の玄

げん
関
かん
で＞

ヤン：こんにちは。

金
かね
子
こ
：いらっしゃい。どうぞお上

あ
がりください。

ヤン：失
しつ
礼
れい
します。

目
もく
標
ひょう
：訪

ほう
問
もん
の場

ば
面
めん
での会

かい
話
わ
ができる。

　　　 訪
ほう
問
もん
時
じ
における日

に
本
ほん
の習

しゅう
慣
かん
について学

まな
び、自

じ
分
ぶん
た

ちの習
しゅう
慣
かん
と比

くら
べる。

活
かつ
動
どう
：

① 訪
ほう
問
もん
の場

ば
面
めん
の写

しゃ
真
しん
を見

み
せて、この写

しゃ
真
しん
が何

なん
の場

ば
面
めん
か、

どのような会
かい
話
わ
をしているか、考

かんが
えさせる。

※写
しゃ
真
しん
は『写

しゃ
真
しん
パネルバンク』に同

おな
じものがあります。

② 訪
ほう
問
もん
場
ば
面
めん
の会

かい
話
わ
を導

どう
入
にゅう
し、なぜ「上

あ
がる」という動

どう

授
じゅ

業
ぎょう

のヒント
今
こん
回
かい
は前
ぜん
回
かい
に続

つづ
き、日

に
本
ほん
語
ご
授
じゅ
業
ぎょう
にどのように文

ぶん
化
か

理
り
解
かい
を取

と
り込

こ
むことができるか、特

とく
に、実

じつ
物
ぶつ
や写

しゃ

真
しん
などの補

ほ
助
じょ
教
きょう
材
ざい
の効

こう
果
か
的
てき
な使
つか
い方

かた
を紹

しょう
介
かい
します。

テーマ 外
がい
国
こく
語
ご
学
がく
習
しゅう
に文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
を取

と
り込

こ
む 2

　
Ideas for Japanese-Language Classrooms

　目
もく
的
てき

　　　 日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
に文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
が必

ひつ
要
よう
であることを知

し
る。

　学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

　　　初
しょ
級
きゅう
以
い
上
じょう

　クラスの人
にん
数
ずう

　　　何
なん
人
にん
でも

　　　 日
に
本
ほん
語
ご
と自

じ
国
こく
の文

ぶん
化
か
の共

きょう
通
つう
点
てん
と相

そう
違
い
点
てん
に気

き
づく。

　　　 異
い
文
ぶん
化
か
に対

たい
応
おう
できる力

ちから
（異

い
文
ぶん
化
か
間
かん
能
のう
力
りょく
）を育

そだ
てる。

http://www.jpf.go.jp/kyozai/
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詞
し
を使

つか
うのか、玄

げん
関
かん
のイラストを見

み
せて考

かんが
えさせる。

（日
に
本
ほん
では玄

げん
関
かん
で靴

くつ
を脱

ぬ
ぐ。家

いえ
の中

なか
が靴

くつ
を脱

ぬ
ぐところ

より高
たか
くなっている。）

③ 訪
ほう
問
もん
の場

ば
面
めん
の会

かい
話
わ
を練

れん
習
しゅう
する。そのときに、おじぎを

する、握
あく
手
しゅ
をしないなどの身

み
振
ぶ
りや態

たい
度
ど
も教

おし
える。

④ ロールプレイを練
れん
習
しゅう
し、一

ひと
組
くみ
ずつクラスの前

まえ
で発

はっ
表
ぴょう
さ

せる。

⑤ もう一
いち
度
ど
写
しゃ
真
しん
を見

み
せて、そのほかの日

に
本
ほん
の訪

ほう
問
もん
のマナ

ーを紹
しょう
介
かい
し、自

じ
分
ぶん
たちの文

ぶん
化
か
や習

しゅう
慣
かん
と似

に
ているところ、

違
ちが
うところを話

はな
し合

あ
わせる。（例

たと
えば、日

に
本
ほん
では玄

げん
関
かん

のドアを家
や
主
ぬし
が開

あ
けるまで客

きゃく
は待

ま
っている。客

きゃく
は手

て

土
みやげ
産を持

も
っていく、訪

ほう
問
もん
するときの約

やく
束
そく
のし方

かた
など。）

応
おう
用
よう
：

・ 写
しゃ
真
しん
やビデオを自

じ
分
ぶん
で撮

と
り、授

じゅ
業
ぎょう
で使

つか
う。ビデオは、

写
しゃ
真
しん
に比

くら
べて伝

つた
えられる情

じょう
報
ほう
が多

おお
く、行

こう
動
どう
や身

み
振
ぶ
りな

どもはっきりしているので、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に異

い
文
ぶん
化
か
の気

き
づき

を促
うなが
しやすい。

◆ データを使
つか
う  

　日
に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ学

がく
習
しゅう
者
しゃ
なら、日

に
本
ほん
人
じん
がふだんどのように

生
せい
活
かつ
しているかに興

きょう
味
み
を持

も
っているのではないでしょう

か。ここでは、日
に
本
ほん
を含

ふく
む複

ふく
数
すう
の国

くに
の若

わか
者
もの
の意

い
識
しき
調
ちょう
査
さ
の

結
けっ
果
か
を使

つか
った活

かつ
動
どう
を紹

しょう
介
かい
します。

　下
した
の表

ひょう
は、内

ない
閣
かく
府
ふ
（日

に
本
ほん
の政

せい
府
ふ
機
き
関
かん
）が、日

に
本
ほん
、アメリカ、

ドイツ、スウェーデン、韓
かん
国
こく
の18才

さい
から24才

さい
の若

わか
者
もの
を対

たい

象
しょう
に2003年

ねん
に行

おこな
った調

ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
をまとめたものです（下

か
記
き

ウェブサイトで質
しつ
問
もん
票
ひょう
と調

ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
が公

こう
開
かい
されている。）

目
もく
標
ひょう
：調

ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
が説

せつ
明
めい
できる。

　　　 他
ほか
の国

くに
の若

わか
者
もの
の休

きゅう
日
じつ
の過

す
ごし方

かた
について知

し
り、自

じ

分
ぶん
たちと比

くら
べる。

活
かつ
動
どう
：

① 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
をペアまたはグループにして、調

ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
の説

せつ
明
めい

を考
かんが
えさせ、発

はっ
表
ぴょう
させる。

　例
れい
） 休

きゅう
日
じつ
の過

す
ごし方

かた
について説

せつ
明
めい
します。５つの国

くに
の

調
ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
を見

み
ると、どの国

くに
の若

わか
者
もの
も「友

ゆう
人
じん
と共

とも
に

過
す
ごす」が一

いち
番
ばん
多
おお
いです。ドイツ以

い
外
がい
の国

くに
では「テ

レビなどを見
み
てのんびり過

す
ごす」若

わか
者
もの
が多

おお
いです。

「パソコンやインターネットを利
り
用
よう
」する若

わか
者
もの
が

多
おお
いのは韓

かん
国
こく
だけです。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がすぐに説

せつ
明
めい
できない場

ば
合
あい
は、問

もん
答
どう
練
れん
習
しゅう
から始

はじ

めてもよい。

　例
れい
）Ｑ：どの国

くに
も一

いち
番
ばん
多
おお
いのは何

なん
ですか。

　　　Ａ：「友
ゆう
人
じん
と共

とも
に過

す
ごす」が一

いち
番
ばん
多
おお
いです。

　　　Ｑ： 他
ほか
の国

くに
にない「休

きゅう
日
じつ
の過

す
ごし方

かた
」があるのは

どの国
くに
ですか。

　　　Ａ： 韓
かん
国
こく
の若

わか
者
もの
です。「パソコンやインターネッ

トを利
り
用
よう
」する人

ひと
が多

おお
いです。

② クラスで同
おな
じ調

ちょう
査
さ
を行

おこな
い、結

けっ
果
か
を集

しゅう
計
けい
し５つの国

くに
と比

くら

べる。クラスの人
にん
数
ずう
が少

すく
ない場

ば
合
あい
は、同

おな
じ学

がく
年
ねん
の生

せい
徒
と

全
ぜん
員
いん
に調

ちょう
査
さ
をしてもよい。

③ 調
ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
に対

たい
して意

い
見
けん
や感

かん
想
そう
を述

の
べる。この話

はな
し合

あ
い

は母
ぼ
語
ご
でしてもよい。

留
りゅう
意
い
点
てん
：

・ 表
ひょう
の見

み
方
かた
に慣

な
れていない学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の場

ば
合
あい
、まず表

ひょう
の見

み
方
かた

を確
かく
認
にん
する。複

ふく
数
すう
回
かい
答
とう
であるため、数

すう
字
じ
を足

た
すと100

％を超
こ
えることなどは説

せつ
明
めい
が必

ひつ
要
よう
だろう。

応
おう
用
よう
：

・ 表
ひょう
の中

なか
の言

こと
葉
ば
や表

ひょう
現
げん
が難

むずか
しいときは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のレベル

に合
あ
わせて書

か
き換

か
える。

・ 同
おな
じウェブサイトで他

ほか
の質

しつ
問
もん
の調

ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
も見

み
ることが

できるので、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の興

きょう
味
み
や関

かん
心
しん
を考

かんが
えて他

ほか
のものも

利
り
用
よう
する。

◆ 授
じゅ
業
ぎょう
に文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
を取

と
り込

こ
もう

　前
ぜん
回
かい
と今

こん
回
かい
で、日

に
本
ほん
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
に文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
を取

と
り入

い
れる

具
ぐ
体
たい
的
てき
な方

ほう
法
ほう
を紹

しょう
介
かい
しました。普

ふ
段
だん
の授

じゅ
業
ぎょう
の中

なか
でも、言

こと

葉
ば
の背

はい
景
けい
にある文

ぶん
化
か
や習

しゅう
慣
かん
に注

ちゅう
目
もく
してみたり、使

つか
う教

きょう
材
ざい

を工
く
夫
ふう
してみたりすることによって、日

に
本
ほん
の文

ぶん
化
か
に触

ふ
れ、

文
ぶん
化
か
の違

ちが
いについて考

かんが
える機

き
会
かい
が持

も
てます。異

い
文
ぶん
化
か
に対

たい

する驚
おどろ
きや発

はっ
見
けん
を通

とお
して、自

じ
分
ぶん
たちの文

ぶん
化
か
に対

たい
する理

り
解
かい

も深
ふか
まるでしょう。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の発

はっ
見
けん
を観

かん
察
さつ
しながら、先

せん
生
せい

方
がた
も文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
を楽

たの
しんでください。

表
ひょう
　休

きゅう
日
じつ
の過

す
ごし方

かた
（各

かっ
国
こく
比
ひ
較
かく
）

順
じゅん
位
い国

こく
名
めい

１位
い

２位
い

３位
い

４位
い

５位
い

日
に
本
ほん

友
ゆう
人
じん
と共

とも
に過

す

ごす

65.9

テレビなどを

みて、のんび

り過
す
ごす

52.5

ショッピング

を楽
たの
しむ

32.6

特
とく
に何

なに
もせず、

ぶらぶら

31.9

読
どく
書
しょ
をしたり、

音
おん
楽
がく
を聞

き
いた

りする

27.7

韓
かん
国
こく

友
ゆう
人
じん
と共

とも
に過

す

ごす

67.9

パソコンやイ

ンターネット

を利
り
用
よう

52.9

テレビなどを

みて、のんび

り過
す
ごす

45.9

スポーツ、映
えい

画
が
、演

えん
劇
げき
等
など
を

見
み
に行

い
く

41.6

恋
こい
人
びと
と共
とも
に過

す

ごす

25.5

アメリカ

友
ゆう
人
じん
と共

とも
に過

す

ごす

68.0

スポーツ、映
えい

画
が
、演

えん
劇
げき
等
など
を

見
み
に行

い
く

50.5

家
か
族
ぞく
と共
とも
に過

す

ごす

50.1

テレビなどを

みて、のんび

り過
す
ごす

49.1

特
とく
に何

なに
もせず、

ぶらぶら

47.3

スウェーデン

友
ゆう
人
じん
と共

とも
に過

す

ごす

90.6

テレビなどを

みて、のんび

り過
す
ごす

64.1

ショッピング

を楽
たの
しむ

59.1

読
どく
書
しょ
をしたり、

音
おん
楽
がく
を聞

き
いた

りする

56.1

ディスコ、カ

ラオケなどで

過
す
ごす

54.7

ドイツ

友
ゆう
人
じん
と共

とも
に過

す

ごす

68.5

ディスコ、カ

ラオケなどで

過
す
ごす

52.8

恋
こい
人
びと
と共
とも
に過

す

ごす

47.3

スポーツ、映
えい

画
が
、演

えん
劇
げき
等
など
を

見
み
に行

い
く

42.6

読
どく
書
しょ
をしたり、

音
おん
楽
がく
を聞

き
いた

りする

42.3

（％）

参
さん
考
こう
資
し
料
りょう

「みんなの教
きょう
材
ざい
サイト」http://www.jpf.go.jp/kyozai/

『写
しゃ
真
しん
パネルバンクV・日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
シリーズ』（1998）

　　国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター

「第
だい
7 回
かい
　世

せ
界
かい
青
せい
少
しょう
年
ねん
意
い
識
しき
調
ちょう
査
さ
」（内

ない
閣
かく
府
ふ
）

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/worldyouth7/

pdf/top.html

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：阿

あ
部
べ
洋
よう
子
こ
、中
なか
村
むら
雅
まさ
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

　　　　　　　　　　　読
どく
者
しゃ
の皆

みな
さんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失
しっ
敗
ぱい
談
だん
などぜひお寄

よ
せください。

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント

http://www.jpf.go.jp/kyozai/
http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/worldyouth7/pdf/top.html
http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/worldyouth7/pdf/top.html
http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/worldyouth7/pdf/top.html

